






仕様書

本業務（Ｒ８企総管 川口ダム 植生整備台帳作成業務）の業務内容は、次のとおりとする。

１ 業務目的

当該業務は、企業局が整備・管理している樹木を対象（川口ダムより上流の１９ブロック）と

し、樹木の育成状況等の追跡調査を行い植生台帳を整理することを目的とする。

打合せは原則として業務着手時、中間時２回、成果納入時の計４回以上とし、業務着手時と

成果納入時の打合せには管理技術者が出席する。

２ 業務内容の詳細

①計画準備

・事前踏査、前回調査の整理、現状施設及び周辺状況の整理、調査方法案の提示

②現地調査兼室内分析

・現地踏査・毎木調査

台帳管理されている樹木を対象に、現地追跡調査を実施し各樹木の樹高等々寸法をポ

ールやメジャーを用いて目視および実測を行う

・活力度・健全度診断

樹木活力調査評価基準に基づき、個体ごとに評価し樹木異常状況を詳細に調査

・室内分析・環境評価

現地調査に基づき生育環境の課題を分析・評価し、今後の適切な植生維持管理方針と

具体策の選定（伐採、植生等）。

③植生台帳作成

・現地調査と分析結果を基に、各樹木の寸法・健全度・対策等を調査票に整理

・位置図の整備を行う平面図上に全樹木の位置をプロットし植生位置の修正

・樹木の管理の続行、廃止を決めプロットの修正を行う

３ 成果品

業務の完了後に提出すべき成果品は、次のとおりとする。

報告書、図面等の電子データは、電子記録媒体に記録し成果品に添付する。

・成果品及び電子成果品 各２部

・その他監督員が指示するもの １式


